
春日井市高齢者総合福祉計画に係るアンケート調査 独自設問について 

 

 

 アンケート調査の実施にあたっては、今後国が示す調査項目や前回調査項目

を基本として実施する。また、社会情勢等を踏まえた市独自の新規設問を設定

し、効果的な施策の検討につなげる。 

 

１，一般高齢者調査 

新規設問項目（案） 設問の意図 

コロナ禍における変化につ

いて 

・コロナ禍における意識や生活や身心への影響など実態を

把握する 

・経年比較におけるコロナの影響を捉える 

ICT の活用状況について ・ICT を活用した事業展開を検討する際の基礎資料とする 

孤独・孤立感について ・孤独・孤立を分析軸としてフレイル状況等を分析する 

 

２．要支援・要介護認定者調査 

新規設問項目（案）  

コロナ禍におけるサービス

の利用状況の変化について 

・コロナ禍における意識やサービス利用への影響など実

態を把握する 

・経年比較におけるコロナの影響を捉える 

ICT の活用状況について ・ICT を活用した事業展開を検討する際の基礎資料とする 

孤独・孤立感について ・孤独・孤立を分析軸としてフレイル状況を分析する 

 

３．介護サービス事業者調査 

新規設問項目（案）  

新規採用状況について 
・事業所の人材確保の状況について把握し、人材確保施策

を検討する際の基礎資料とする 

ICT の活用状況について 
・介護現場における ICT の導入状況等を把握し、利用促進

施策を検討する際の基礎資料とする 

新型コロナウイルス感染症

の影響について 

・コロナ禍における運営上の影響等を把握する 

・長期化するコロナへの対応策や、今後も感染症等緊急時

における体制強化に向けた施策を検討する際の基礎資

料とする 
 

別紙 新規設問案 


